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　A-152 各穆喰品冲の£ 昧戌介IZ関す3μ欠( 第20楓）

　　　　コンフリー碁り£峰双仰こフいて

　　　　斯満尺象t　o右村岸手　式組手　宮崎だ農　丸塚－ふ

　B 的　コシフリ一秀､l*独吟・躯味乙種々り薬圈効果を肩t 1教料£に（t fflてれりり

ダ≒そり星練り橋収ぺ分を知3日的で才刄練い

　n 沃　乾黛コンフ') ー豪をダ脚濃漱/こ熟永拙ぷハこ収を一盾だし乙し. そリχ-よを夕

喘煮 Iこ熟.!<柚ぶ､１て二番ぐし乙し重らに拙出残壇をZ£> 々1≪1杷水抽威ﾚﾀｰ嘔壽爽（三

番だヽし) 乙トI . 3 種。絨聯衰£調製した。こ収らり

熾、肺頬など星峰臥分を雄哭5t量L 匹核暖肉進物儀は‰^&Kりべ^ を用･四イオン矢束ク

a -zト汰によ7 X 分別いアミノ醵狽は7 L C －^ A 3 f.アミノ酸自動冷杵株/こよった・

廟機峰茄^ 舞姉､ぼer　c ふ瓦びペーパ-クp フトベなどを持If)レ定拝乙定昔を行なっ凡

I た試料泉よv 旅肢肉生物原レアミノ政戦、有義肢痕をそれで州訂卜除玄I I旨味・淋

牡£ 遼め. 司時1ニ寮阪為^ 嬢釈能を旅験I だ。分有稀果心kづ≒ヽべ名竣収冷り純品を浪合

レ味・再現往£旅験す? t 乙いこQ)nyC這、下tStいl なっXヽ実駁齢果' 刊^り一助乙した･

　精IB.　欣酸内達物^､ぽイノシン、ヒポ午タンザンv 化、象種が俵めう砺かが, lヽヤれも

雖i

く, n ず｀･れもアラニン、ケロシンヽバリンヽプロリンヽダ/レタiン酸が比轍的ラカ）た・

し力｀しシ≪ドしt' ＼t- りかこアス､パラヤづ酸、リゾン, ゛ソン等が｀£献的乃く邁外i -、、?

こ乙を認りた、Iだt水性あヽよV礦衝能試殖､り舶果、アミノ疏魚はコンフソー秀・i 昧･こ

力｀な>)f与I てい3 むり乙考え> れた。肺魚1よグ）レ-3 -ス、吸Iレトース、フラワトースの

存雇が狼認さ敗だが、柘匪賊肺そり潭rこフいては& 下凍吋中で浦3 ．

A－153　アキタブキ及びその加工品中に令ま,れる無,機質の原子吸気法によ,5 測定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第3綬

　　　　聖霊ヤ短大　〇出雲悦子　岡ffl貞子　武田珠子　山田節子

　目的　ア六タブ｀そ( Petasite川apoMi'cus subsp耶押nteu5 KiUw ）は, 民註‘゛「優芙

で｀豪華な傘の代用になる」と唄われひり程巨大なキク糾の多年尊で，秋田県の特左の／

つに数えられているので興嵯をあヽぼえて研究にとりかかった。第／報臼亀アキタブキ葉

身・葉柄，フキノトウ，フキ砂糟漬そ刎也の加工品の無機践分含量を測定して報告し, 第

2 緩では観賞帛に栽培されてぃ３アキタブキの葉身ピ葉柄の部位別の含量おiこび，葉身・

量柄を細断して筋でた場合の含量を測定して報浩した。今回I*, 実際の調理時に行なうと

Jま｡ぼ同様の方法の処理により茄でた場合の無機成分溶出率をみたいヒ思い実験を行なった。

　方法　第z報と同じく軟m制二井旺1の農家ヵヽらアそタフ隋を峰入,して試料とした。茄で

シすはー方は純水，ｲ也力はZ海食塩水,どし，茄ざ時問は･!れぞれ3喬および/∂をY.した。灰

如ま訂o°Cの電気炉で灰化し,灰分定量後ふ元素の分御試料瀋麦を作y, 原子吸光浹によ

’>てCo.,Wfl,，K, ≪?，Fe, Cu.の含肩量を定量した。
　結果，ア矢タフタ/oo at純水で^を間茄でμごものの蕉機成今含量は＆怜え吋，陥瓦Z

叫･K7/∂｡?弩･M戸｡5｀殉，Cu 0.1町，Fe O./りであ‘)た。アキタフ決を森でた場をの隻機成

分の残存率ヵヽら溶出率t.

/吻
/μ％，晦/り％，/時rならiV剛K32.8%, 馬標3％であった，/0 分森でと3分茄で

を比較iﾀると，Co., K，Maいに/助託で丿3分託ざの朋嗇～μ債溶出苧ヵ哺く，食塩水

raﾏは純札ぶnでと比較寸3ヒCo,以継，nμ圃倍ピ洛出和<^い。




